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■飲食フランチャイズの店舗展開
島根県９店舗、鳥取県８店舗

・ミスタードーナツ ・焼肉さかい ・丸源ラーメン
・かつや ・ベビーフェイスプラネッツ ・VANSAN

企業概要

● 効果
自店で設定した月間の人時売上高の達成状況

R５年４月：９店舗中の自店目標達成７店舗
５月：９店舗中の 同上 ４店舗
６月：９店舗中の 同上 ４店舗
７月：９店舗中の 同上 ６店舗
８月：９店舗中の 同上 ８店舗
９月：９店舗中の 同上 ５店舗
10月：９店舗中の 同上 ４店舗
11月：９店舗中の 同上 ７店舗
12月：９店舗中の 同上 ８店舗

月によって店舗の業態や店舗の目標設定によって
バラツキがあるが、店長の意識は確実に上がっている。

●今後の課題
人時売上高表は、来年は、前年との比較が表示される
ようになっているので、来年は、更に店長の考える
材料が出来る。
次に今後の課題としては、人時売上高は、昼食の時間帯、
午後の時間帯、夕食の時間帯、夜の時間帯と１日の内で
も違ってくる。来店客の多い時間帯にスタッフを充実さ
せて、そうでない時間帯は最小限に減らすことが収益に
つながるといった、時間帯での管理が出来るとより良い。

勤怠管理と予算管理の融合による店舗の生産性向上

取組概要 得られた効果・今後の課題

【活用事業】
令和４年度
デジタル導入実証支援助成金

■事業概要

・弊社は、各店の業績管理が売上予算対実績、利益予算対実績中心であったが、本事業で
社員（正社員、パート、アルバイト）の勤怠管理システムを弊社専用で作成することで、
毎日の労働時間と、売上予算と売上実績から毎日の「人時売上高」が自動算出して見れ
るようにして店長がシフト組みを工夫して「人時売上高管理」を行いやすくした。
そうすることで、店舗の生産性向上に取組んだ。

■ 人時売上高計算表付の勤怠システムの概要
・本システムは、弊社のオーダーで店舗の人時売上高表示の専用のプログラム開発をした。

特徴
・場所の離れた複数店舗で使えるようにWebブラウザ方式
・飲食店の勤務実態に則して出退時刻を１日最大５回まで記録できる。
・人時売上高（生産性指標）を月ごとに日々実績を見れるようにして、店舗管理の
生産性の向上に取り組む。

・人時売上高目標と日々の売上予算から逆算して、その日の目標労働時間を算出する
ことで、その日の入店シフトを考え、店舗の生産性を高められる取組ができる。

・時給は、指定時間の割増が３パターンまで登録できるようにして、実質、昼時や
夜間の時間帯で時給を高くすることで、パート等の採用力を高めたり、厚く人員
配置したい時間帯の配置人数を増やして売上の機会ロスを減少させる。

■導入後の状況
・各店舗が【予算・売上入金】ページで簡単に人時売上高が見れるようになった。
⇒毎日、簡単に前日までの実績が見れることで、店長の意識が高まった。
⇒月に１回から２回の店長会議で、エリアマネジャーと本社からこの人時売上高の
状況を店長から発表させてヒアリングすることで、より取組み意識を高めている。

⇒次の段階として、店長がパート、アルバイトスタッフのシフト組みを、季節要因、
地域行事、天候予想などからより先先を読んだ組み立てになるように指導している。
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